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○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

第２６条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１

項の規定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属す

る事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任された事務を

含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を

行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出すると

ともに、公表しなければならない。

２　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育

に関し学識経験を有するものの知見の活用を図るものとする。

  東神楽町教育委員会においては、毎年、教育行政事務の管理及び

執行状況についての点検・評価を実施していますが、その結果に関

する報告書は議会に提出するとともに、公表することが法律におい

て規定されています。

  本報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民へ

の説明責任を果たしていくために、「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律」第２６条の規定に基づき、令和７年度の教育委員会

の点検及び評価に関して報告するものです。
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１ はじめに

２ 教育委員会の開催状況

　東神楽町教育委員会においては、令和７年７月に策定した「東神楽町教育大綱（第２

期）」に基づき、教育行政に関する様々な施策を展開してきました。

　また、全国的ないじめや不登校などの学校教育に関する諸問題のほか、「こども誰で

も通園制度」など新たな施策に対応すべく、町教育委員会においては、教育委員会議の

ほか、教育施策に関する研修会など、事務局との連携を図りながら多様な施策を実現す

べく真剣な議論を重ねてきました。

　さらには、会議のみならず、現場の意見に基づいた議論を深めるために、学校訪問や

他町村との意見交換・視察等を行うなど、活発な活動を通じて教育行政の推進に努めて

います。

　本報告書は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定に基づくも

のであり、町教育委員会自らが事務の進捗状況について点検・評価を行い作成したもの

です。

　教育委員会議については、原則として月１回「教育委員会定例会」を開催することと

し、令和７年度は合計で８回開催しました。

　また、教育委員会議のほかに、総合教育会議の開催、学校訪問や研修会、学校及び教

育保育施設行事や社会教育事業の参観などを実施しております。

　なお、令和７年度の教育委員会議の開催状況は次頁のとおりです。
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開催日時

①
R7.5.7 報　告 教育行政の概況報告
16:00～ 東神楽町学校運営協議会委員の任命

17:16 東神楽町社会教育委員の委嘱
東神楽町公民館運営審議会委員の委嘱
東神楽町スポーツ推進審議会委員の任命
東神楽町スポーツ推進委員の委嘱
東神楽町文化財保護審議会委員の委嘱
東神楽町図書館協議会委員の委嘱
東神楽町教育委員会事務局規則の一部改正

その他 東神楽町地域クラブ活動指導者設置要綱の制定
東神楽町非常勤特別職職員等取扱要綱の一部改正
東神楽町教育大綱（案）
万博国際交流プログラムについて

②
R7.6.12 報　告 教育行政の概況報告
16:00～

17:03 議　案 令和７年度教育費等補正予算（第３号）
東神楽町中央ゲートボール場条例を廃止する条例

その他 東神楽町都市公園条例の一部を改正する条例
東神楽町中央ゲートボール場条例施行規則を廃止する規則
東神楽町公の施設等の使用料の減免等に関する規則の一部を改正する規則
東神楽町教育委員会に対する事務委任規則の一部を改正する規則
IKIGAI Compass事業実施について

③
R7.8.22 報　告 教育行政の概況報告
15:30～ 令和６年度東神楽町教育委員会[事務・事業]点検・評価報告書に関する外部

16:50 評価会議の意見の報告

議　案 令和７年度教育費等補正予算（第４号）
令和７年度教育費等補正予算（第５号）

その他 全国学力学習状況調査結果
令和７年度全国学力・学習調査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の
掲載

令和７年度　教 育 委 員 会 開 催 状 況

案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件
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開催日時

令和７年度　教 育 委 員 会 開 催 状 況

案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件

④
R7.10.31 報　告 教育長職務代理者の指名
15:30～ 教育行政の概況報告

16:45
議　案 東神楽町学校運営協議会委員の任命

東神楽町外国語指導助手任用規則の一部改正

その他 東神楽町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する
条例施行規則の一部改正
東神楽町学校体育施設開放取扱要綱の制定
東神楽町複合施設大ホール先行受付取扱要綱の制定
東神楽町国際交流員設置要綱の一部改正
東神楽町立学校非常勤講師設置要綱の一部改正
令和７年度全国学力・学習状況調査結果の公表

⑤
R7.12.5 報　告 教育行政の概況報告
16:00～

17:38 議　案 令和７年度教育費等補正予算（第７号）
東神楽町乳児等通園支援事業の認可等に関する規則の制定
東神楽町立認定こども園条例施行規則の一部改正

その他 こども誰でも通園制度の実施
東神楽町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制
定
東神楽町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定
東神楽町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例等の一部改正
東神楽町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する
条例の一部改正
東神楽町立認定こども園条例の一部改正
東神楽町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する
条例施行規則の一部改正
東神楽町子ども・子育て支援法施行細則の一部改正
東神楽町住宅使用条例施行規則の一部改正
専決処分の承認の件
物品の取得の件

⑥
R8.1.6 報　告 教育行政の概況報告
11:00～ 東神楽町住宅使用条例の一部改正

11:44
議　案 令和７年度教育費等補正予算（第９号）

その他 東神楽町住宅使用料取扱要綱の制定
全国体力・運動能力、運動習慣等調査の市町村別結果の公表
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開催日時

令和７年度　教 育 委 員 会 開 催 状 況

案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件

⑦
R8.2.20 報　告 教育行政の概況報告
15:30～

17:54 議　案 令和６年度教育費等補正予算（第１１号）
東神楽町稲荷地区交流センター条例の制定
東神楽町稲荷地区交流センター条例施行規則の制定
東神楽町特定乳児等通園支援事業の確認等に関する規則の制定
東神楽町教育委員会公告式規則の一部改正
令和８年度町政執行方針（教育委員会所管分）
令和８年度教育費等予算

その他 東神楽町公の施設等の使用料の減免等に関する規則の一部改正
東神楽町教育委員会に対する事務委任規則の一部改正
東神楽町中学校新生活応援祝金支給事業実施要綱の制定
東神楽町特別支援教育支援管理監設置要綱の制定
令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

⑧
R8.3.27 報　告 教育行政の概況報告
10:30～

11:22 議　案 東神楽町立学校長の任免
東神楽町学校運営協議会委員の任命
東神楽町社会教育委員の委嘱
東神楽町公民館運営審議会委員の委嘱
東神楽町スポーツ推進審議会委員の任命
東神楽町スポーツ推進委員の委嘱
東神楽町外国語指導助手任用規則の一部改正

その他 東神楽町地域クラブの認定に関する要綱の制定
東神楽町子ども発達支援センター利用者負担額免除事業実施要綱の制定
東神楽町子ども発達支援センター療育指導員等設置要綱の制定
東神楽町中学校部活動指導員設置要綱の廃止
東神楽町特別支援教育支援員設置要綱の一部改正
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３ 学識経験者の意見

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項では、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用について規定され、本町では、教育委員会が行った点検及び評

価の結果に対する意見や助言をいただいています。

　このことにより、点検及び評価の客観性を確保するとともに、いただいた意見や助言

については、今後の施策、事業等の展開に資するものとして活用します。

　なお、意見等をいただくに当たり、学識経験者３名の方に委員委嘱を行い、東神楽町

教育委員会外部評価会議を設置しています。

　外部評価会議では、点検及び評価の趣旨並びに結果を報告したうえで、学識経験者か

らの質問に対する施策及び事業の実施内容等の説明を行った結果、別紙内容の意見等を

いただきました。
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（部活動地域移行）

事業名

事業全般について 教育委員会の多岐にわたる事業を工夫しながら進めていることにつ
いて評価する。将来を担う人材を育成するためにも、東神楽町でな

ければ体験できない事業展開を期待する。

受益者負担の適正化を都度検証し、希望者が参加しやすい負担調整

及び経済的困窮家庭への軽減措置を継続していただきたい。

教育推進課-1

国際交流観光事業

教育推進課-4

国際理解教育推進事業

教育推進課-16

学校給食事業

教育推進課-17

厨房調理室維持管理費

教育推進課-18

小学校管理費

地域の元気づくり課-8

地域おこし協力隊活動事業

さまざまな事業を開催しており、本に親しむ効果が表れている。引

き続き発展的な取組みに期待する。

令和７年度　東神楽町教育委員会事務事業評価意見

意見内容

ＡＬＴが教育現場でより一層力を発揮できるよう、活動における課

題などをヒアリングする機会を設けていただきたい。

嫌いな野菜も自分で育てて食べるような体験や食育指導を取り入れ

られないか検討していただきたい。

給食施設や設備の老朽化を踏まえ、将来的なセンター方式等を含め

た給食提供のあり方ついて検討する時期と認識している。

新入学児童へ配布する自転車用ヘルメットは、気に入ってもらい長

く利用されるデザイン等について考慮していただきたい。

競技経験者による指導により成果を残しており、地域おこし協力隊

の活用について評価する。

地域の元気づくり課-17

読書普及推進事業
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必要性 有効性 効率性 総合評価 評価の理由

令和７年度　［ 事務・事業 ］点検・評価総括表

ＮＯ 事務・事業名
自　　　己　　　評　　　価

Ａ：良好（継続展開）Ｂ：妥当（最適化検討）Ｃ：要改善（見直し判断）

教-1 国際交流観光事業 Ａ Ａ Ａ Ａ
姉妹校・万博での国際交流により児童生
徒の相互理解が深まり、事業継続を基本
としつつ人材育成につなげる。

教-2 教育委員会委員費 Ａ Ａ Ａ Ａ
合議制の意思決定と学校視察等を通じ公
正な教育行政を支え、今後も委員活動の
充実を図り地域の意思反映を担う。

各種委員活動や職員研修等での地域連携
や児童の心のケアの基盤を維持し、効率
的かつ効果的に教育行政の推進を図る。

Ａ
ALTの計画的派遣で児童生徒が生きた英語
や異文化に触れる機会を確保しつつ、外
国語・国際理解教育を充実。

教-5
児童生徒健康管理
事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
学校医連携の健康診断とフッ化物洗口に
よる健康管理・虫歯予防など、子どもた
ちの健やかな成長に寄与している。

教-3 教育総務事務費 Ａ Ａ Ａ Ａ

教-4
国際理解教育推進
事業

Ａ Ａ Ａ

ＡＡ Ａ Ａ
健診・人間ドック・ストレスチェックで
教職員の健康を把握し疾病の早期発見や
メンタル対策が機能している。

教-7
教育研究会支援事
業

Ａ Ａ Ａ Ａ
研究発表大会や夢色シンフォニー等で教
職員の研究と子どもの成果発表の場を確
保し、異校種連携で充実化を図る。

教-6
教職員健康診断事
業

山村留学事業 Ａ Ａ Ａ

Ａ
協議会や理事会で学校・地域・関係機関
が生活状況を共有し、非行防止や交通安
全等の健全育成の取組みを進める。

Ａ
山村留学受入で志比内小の児童数維持と
地域活性化に寄与し、住宅整備で受入体
制と暮らしの環境を強化を図る。

教-9 教職員研修事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ
職階に応じた研究大会等への参加により
教職員の資質・指導力向上を図るほか、
学校運営に還元する機会としている。

教-8

町外通学の高校生保護者への通学費助成
で就学困難な世帯の負担軽減に寄与する
など必要とする世帯を支援する。

教-10
生徒指導連絡協議
会支援事業

Ａ Ａ Ａ

教-11
高校通学費助成事
業

Ａ Ａ Ｂ Ａ

共同学校事務室運
営事業

Ａ Ａ Ａ

Ａ
中学1年生対象のIKIGAI Compassで対話を
通した自己理解を深め、好きなことを社
会に活かす学びの展開に寄与している。

Ａ
月1回の連携会議で学校事務の適正執行や
予算・備品管理などを共同で進め、事務
連携強化と負担軽減を実現している。

教-13
不登校等児童生徒
対策事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
支援員やSSW・SCの配置とICT活用で、特
別支援や不登校・いじめ等の課題を抱え
る児童生徒への支援を推進していく。

教-12

生活基盤として機能する一方、空室・維
持費が課題であり、入居促進や用途変
更、計画的修繕・統廃合を検討する。

教-14
子どもの生きがい学
びがいを育てるキャ
リア教育推進事業

Ａ Ａ Ａ

教-15
教職員住宅維持管
理費

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

学校給食事業 Ａ Ａ Ａ

Ａ
小学校3校共通の管理経費を一括執行し、
引き続き、児童の安全と学習環境を維持
するための効率運営に努めていく。

Ａ
令和7年度より無償化を実施。4校の自校
方式による完全給食を実施しながら地産
地消・食育を推進している。

教-17
厨房調理室維持管
理費

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
設備老朽化による突発修繕が課題だが、
衛生的な調理環境を維持するため、計画
的な設備更新を進めていく。

教-16

適切な経費執行のうえ、東神楽小学校の
運営を円滑に支援。応急・保健用品整備
で安全な学習環境を維持していく。

教-18 小学校管理費 Ａ Ａ Ａ

教-19
東神楽小学校管理
費

Ａ Ａ Ａ Ａ
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必要性 有効性 効率性 総合評価 評価の理由

令和７年度　［ 事務・事業 ］点検・評価総括表

ＮＯ 事務・事業名
自　　　己　　　評　　　価

Ａ：良好（継続展開）Ｂ：妥当（最適化検討）Ｃ：要改善（見直し判断）

東聖小学校管理費 Ａ Ａ Ａ

Ａ
3校で49件の修繕や、保守点検・清掃等を
行うほか、会計年度任用職員を配置し円
滑な学校施設管理を支えていく。

Ａ
適切な経費執行のうえ、東聖小学校の運
営を円滑に支援。応急・保健用品整備で
安全な学習環境を維持していく。

教-21
志比内小学校管理
費

Ａ Ａ Ａ Ａ
適切な経費執行のうえ、志比内小学校の
運営を円滑に支援。応急・保健用品整備
で安全な学習環境を維持していく。

教-20

校務用パソコン46台などを計画的に整備
し、業務基盤を強化。備荒資金組合の譲
渡事業で費用を平準化し継続する。

教-22 小学校維持管理費 Ａ Ａ Ｂ

教-23
学校管理用器具購
入事業

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ
学力・知能検査やGIGA端末修繕、学習用
ソフト・著作権使用料を確保するほか、
児童の事故対応への備えも継続する。

教-25

教-32
準要保護児童就学
援助事業

Ａ Ａ Ｂ Ａ
準要保護認定の児童66名に学用品費や修
学旅行費等を支給するなど、就学困難な
家庭の負担軽減に寄与している。

教-24
小学校指導用等経
費

Ａ Ａ Ａ

東神楽小学校指導
用等経費

Ａ Ａ Ｂ Ａ
教科教材や学級教材、指導用教科書を整
備するほか、スキー授業など地域特性を
生かした体育も継続実施する。

教-26
東聖小学校指導用
等経費

Ａ

特別支援学級の対象児童に学用品費や修
学旅行費等を支給するなど、保護者の経
済的負担の軽減に寄与している。

Ａ Ｂ Ａ

施設の長寿命化・エコスクール化を見据
え、東神楽小学校の大規模改修基本方針
の検討を推進している。

教-33
特別支援教育児童
就学奨励事業

Ａ Ａ Ｂ

教-34
東神楽小学校改修
事業

Ａ Ａ Ａ Ａ

教科教材や学級教材、指導用教科書を整
備するほか、スキー授業など地域特性を
生かした体育も継続実施する。

教-27
志比内小学校指導
用等経費

Ａ Ａ Ｂ Ａ

LED照明など37件の修繕や、保守点検・清
掃等を行うなど、東神楽中学校の安全・
快適な教育環境を維持していく。

校務用パソコン30台などを計画的に整備
し、業務基盤を強化。備荒資金組合の譲
渡事業で費用を平準化し継続する。

Ａ
東神楽中学校の一般管理経費を適切に執
行し、346人が学ぶ中学校の円滑な運営に
資する支援を継続する。

教-36
東神楽中学校管理
費

Ａ Ａ Ａ Ａ
東神楽中学校の日常的な運営に必要な経
費を適切に確保し、生徒が安全・快適に
学べる環境の支援を継続する。

教-35

教-38
学校管理用器具購
入事業

Ａ Ａ Ａ Ａ

教-37
東神楽中学校維持
管理費

Ａ Ａ

教科教材や学級教材、指導用教科書を整
備するほか、スキー授業など地域特性を
生かした体育も継続実施する。

中学校管理費 Ａ Ａ Ａ

理科実験器具や図書資料等を計画的に整
備し、教育環境の充実を図るなど、3校の
効果的な学習支援に寄与している。

教-29
特色ある教育活動
推進事業

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ａ

伝統文化や地域交流など特色ある活動を
展開し、「生きる力」の育成と魅力ある
学校づくりに寄与している。

教-28
教材用等器具購入
事業

Ａ Ａ Ａ Ａ

研究大会への参加で複式教育の指導力を
高めるなど、志比内小学校の教育活動の
質の維持・向上に寄与している。

教-31
遠距離児童通学費
助成事業

Ａ Ａ Ｂ Ａ
遠距離通学家庭の経済的負担軽減に寄
与。今年度実績はないが、対象発生時に
速やかに支援できるよう継続する。

教-30 複式教育推進事業 Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ
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必要性 有効性 効率性 総合評価 評価の理由

令和７年度　［ 事務・事業 ］点検・評価総括表

ＮＯ 事務・事業名
自　　　己　　　評　　　価

Ａ：良好（継続展開）Ｂ：妥当（最適化検討）Ｃ：要改善（見直し判断）

Ａ Ｂ Ａ
準要保護認定の生徒44名に学用品費や修
学旅行費等を支給するなど、就学困難な
家庭の負担軽減に寄与している。

Ａ Ｂ Ａ
特別支援学級の対象生徒に学用品費や修
学旅行費等を支給するなど、保護者の経
済的負担の軽減に寄与している。

Ａ Ｂ Ａ
239名・224世帯に通学経費を助成し、遠
距離通学の経済的負担を軽減。安心して
通学できる環境を支えている。

Ａ Ａ Ａ
各種大会への出場に参加経費の一部を支
給し、生徒の活動成果を発揮することの
教育的効果の向上を図った。

特色ある教育活動
推進事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
職場体験など特色ある教育活動を支援
し、生徒の「生きる力」を育成と魅力あ
る学校づくりに寄与している。

Ａ Ａ Ａ
理科実験器具や図書資料等を計画的に整
備し、教育環境の充実を図るなど、効果
的な学習支援に寄与している。

部活動推進事業 Ａ Ａ Ａ Ａ
12団体の部活動を支援するほか、教員の
指導者登録など、令和8年度の地域展開の
基盤構築を計画的に進めた。

教-47

教材用等器具購入
事業

Ａ

中体連大会等参加
支援事業

Ａ

遠距離生徒通学費
助成事業

Ａ

特別支援教育生徒
就学奨励事業

Ａ

教-41

教-42

教-43

教-44

教-45

教-46
準要保護生徒就学
援助事業

Ａ

Ａ
学力テストやGIGA端末修繕、学習用ソフ
ト・著作権使用料を確保するほか、生徒
の事故対応への備えも継続する。

教科教材や学級教材、指導用教科書を整
備するほか、スキー授業など地域特性を
生かした体育も継続実施する。

教-39
中学校指導用等経
費

Ａ Ａ Ａ

教-40
東神楽中学校指導
用等経費

Ａ Ａ Ｂ Ａ
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必要性 有効性 効率性 総合評価 評価の理由

地-13

地-19

Ａ
展示内容を工夫しながら住民の芸術文化
への意識を高め、地域文化の振興を継続
していく。

図書館維持管理費 Ａ Ａ Ａ

地-14 文化連盟支援事業

Ａ
町内唯一の複合文化施設として、経費削
減を図りながら適切な維持管理を継続し
ていく。

地-18
展示ギャラリー事
業

Ａ Ａ Ａ

関係団体と連携した総合文化祭の開催を
通じ、住民の生きがいづくりと地域文化
の振興を継続していく。

Ａ
図書館の適正かつ円滑な運営を通じて、
町民の生涯学習環境の充実を図り継続し
ていく。

地-17 読書普及推進事業 Ａ Ａ Ａ Ａ
乳幼児期から読書に親しむ多彩な機会を
提供し、子どもの読書普及を今後も継続
していく。

地-16

地-15
総合文化祭開催支
援事業

Ａ Ａ Ａ Ａ

図書館運営事業 Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

ＡＡ Ａ Ａ

Ａ

高齢者の学びの場を確保し、生涯学習へ
の意欲と生きがいづくりを支えるため今
後も継続していく。

文化連盟と連携し、総合文化祭や芸術祭
を通じた自主的な文化活動を今後も支援
していく。

文化振興事業 Ａ Ａ Ａ Ａ
文化ホールを活かし、住民の心の豊かさ
と青少年の文化振興を支える事業として
継続していく。

地-12
高齢者大学開設事
業

地域おこし協力隊の専門的指導により、
部活動の地域展開の充実を図っていく。

相互交流事業を通じて児童の視野を広
げ、少年活動のリーダーを養成するため
継続していく。

Ａ
地域で新成人を祝い、愛郷心の育成と成
人としての自覚を促す行事として今後も
継続していく。

地-11 生涯学習推進事業 Ａ Ａ Ａ Ａ
多様な世代のニーズに応える各種講座・
事業を展開し、生涯学習活動の推進を継
続していく。

地-10

地-9 少年研修派遣事業 Ａ Ａ

二十歳のつどい開
催事業

Ａ Ａ Ａ

地-8
地域おこし協力隊
活動事業（部活動
地域移行）

Ａ Ａ Ａ Ａ

地-7 社会教育対策事業 Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

職員の資質向上と関係機関との連携を通
じて、社会教育の発展につながる事業と
して継続していく。

地-6 社会教育委員費

地-5
教育アドバイザー
費

Ａ Ａ Ａ Ａ
高齢者大学の運営や保護者への教育相談
など公共性の高い事業として、引き続き
継続していく。

ＡＡ Ａ Ａ

Ａ
各世代の学習環境を整えるため、公共性
の高い社会教育団体への支援を今後も引
き続き継続していく。

Ａ
高齢者の生きがいづくりを支えるため、
老人クラブの連合会活動や地域・サーク
ル活動へ適切に支援していく。

地-4

社会教育委員の意見を町の事業に活か
し、社会教育の発展を促進するため、今
後も継続していく。

Ａ Ａ
子育て支援の活動拠点として、町民要望
を踏まえ、安全かつ適正な施設の維持管
理に努めていく。

社会教育関係団体
支援事業

Ａ Ａ Ａ

Ａ
高齢者の生きがいづくりを支えるため、
老人クラブの連合会活動や地域・サーク
ル活動へ適切に支援していく。

地-3
地域世代交流セン
ター維持管理費

Ａ Ａ

地-2
老人クラブ活動推
進事業

Ａ Ａ Ａ

令和７年度　［ 事務・事業 ］点検・評価総括表

ＮＯ 事務・事業名
自　　　己　　　評　　　価

Ａ：良好（継続展開）Ｂ：妥当（最適化検討）Ｃ：要改善（見直し判断）

地-1
つつじ館維持管理
費

Ａ Ｂ Ａ
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必要性 有効性 効率性 総合評価 評価の理由

令和７年度　［ 事務・事業 ］点検・評価総括表

ＮＯ 事務・事業名
自　　　己　　　評　　　価

Ａ：良好（継続展開）Ｂ：妥当（最適化検討）Ｃ：要改善（見直し判断）

地-36

地-24

地-25

地-26

地-27

地-32

地-33

地-34

地-35

地-21

地-31

地-28

地-29

地-30

地-37 Ａ
学校部活動の地域展開に向け、持続可能
な運営体制を整え生徒の活動機会を確保
していく。

部活動改革推進事
業

Ａ

Ａ
多様なスポーツ活動に活用される屋外体
育施設の維持管理を継続し、町民の活動
を支えていく。

海洋センター維持
管理費

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ
町民の健康づくりに資するB&G海洋セン
タープールを適切に維持管理し継続して
いく。

体育施設維持管理
費

Ａ Ａ Ａ

総合体育館維持管
理費

Ａ Ａ Ａ Ａ
町唯一の大型体育施設として多くの町民
のスポーツ活動を支える総合体育館の維
持管理を継続していく。

生涯スポーツ推進
事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
東神楽町らしさを生かした多彩なスポー
ツ大会や教室を通じて豊かなスポーツラ
イフを支え継続していく。

Ａ
社会体育団体への支援を通じて町民の自
主的なスポーツ活動と健康づくりを推進
していく。

稲荷地区公民館整
備事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
町民の意見を取り入れながら地域が求め
る活動拠点を整備し、今後も同様に進め
ていく。

社会体育団体支援
事業

Ａ

地区公民館長費 Ａ Ａ Ａ Ａ
公民館長会議を通じて町公民館と地区公
民館の連携を強化し、公民館事業の円滑
な推進を継続していく。

地-20

Ａ
地域活動の拠点である5地区公民館を適切
に維持管理し、住民の利用しやすい環境
を継続していく。

地-22

地-23

Ａ
各地区公民館への支援を通じて、住民の
生涯学習と地域間交流を促進し今後も実
施していく。

地区公民館活動推
進事業

Ａ Ａ Ａ

地区公民館維持管
理費

Ａ Ａ Ａ

図書購入事業 Ａ Ａ Ａ Ａ
図書資料の継続的な整備を通じて読書環
境を充実させ、町民の生涯学習を支えて
いく。

プール管理運営事
業

Ａ Ａ Ａ Ａ
町民の健康づくりと体力向上に資する
プールを、効率的な運営体制で維持し継
続していく。

コミュニティセン
ター維持管理費

Ａ Ａ Ａ Ａ
生涯学習の拠点として多様なニーズに応
えるコミュニティセンターの維持管理を
継続していく。

ふれあい交流館維
持管理費

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

生涯学習の拠点として多様なニーズに応
えるふれあい交流館の維持管理を継続し
ていく。

ふれあい交流館管
理費

Ａ Ａ Ａ Ａ
地域活動の拠点としてふれあい交流館の
円滑な運営を行い、住民サービスの向上
を継続していく。

スポーツ推進委員の活動を通じて体育事
業を充実させ、町のスポーツ振興を継続
していく。

町民の健康づくりと体力向上に資する海
洋センタープールを、効率的な運営で維
持し継続していく。

車両管理費 Ａ Ａ Ａ Ａ
役場から離れたふれあい交流館に公用車
を配置し、適切な維持管理を継続してい
く。

スポーツ推進委員
費

Ａ Ａ

海洋センター管理
運営事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
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必要性 有効性 効率性 総合評価 評価の理由

令和７年度　［ 事務・事業 ］点検・評価総括表

ＮＯ 事務・事業名
自　　　己　　　評　　　価

Ａ：良好（継続展開）Ｂ：妥当（最適化検討）Ｃ：要改善（見直し判断）

こ-1
中央児童クラブ保
育事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
少子化により利用者減少は想定される
が、共働き家庭を中心にニーズが高いた
め、安心安全を第一に事業運営する。

こ-2
東聖児童クラブ保
育事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
少子化により利用者減少は想定される
が、共働き家庭を中心にニーズが高いた
め、安心安全を第一に事業運営する。

放課後の子どもの居場所として必要であ
り、特にダンス教室は人気が高く、今後
もニーズ把握のうえ継続していく。

Ａ
支援が必要な子どもが増加傾向にあり、
今後も高いニーズが想定されるため、体
験活動や創作活動など事業運営する。

こ-5
b&gひがしかぐら東
聖・ひじり野保育
事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
支援が必要な子どもが増加傾向にあり、
今後も高いニーズが想定されるため、体
験活動や創作活動など事業運営する。

こ-3
放課後子ども教室
事業

Ａ Ａ Ａ Ａ

こ-4
b&gひがしかぐら中
央保育事業

Ａ Ａ Ａ

ＡＡ Ａ Ａ
少子化により年々園児の減少は想定され
るが、公共性も高く、共働き家庭支援策
として安心安全を第一に運営する。

こ-7 小規模保育事業 Ａ Ｂ Ａ Ａ
少子化により園児の減少傾向にあるが、
少人数での家庭的な保育ニーズを把握の
うえ、今後の継続を慎重に検討する。

こ-6
町立認定こども園
保育事業

広域入所保育事業 Ａ Ａ Ａ

Ａ
町内保育施設の利用者からの苦情や相談
等を受け付ける常設の窓口として、包括
した第三者委員会として設置する。

Ａ
町外の保育園を希望する町民は、様々な
事情により一定数いるため、近隣自治体
との連携のうえスムーズに協議する。

こ-9
町立認定こども園
維持管理費

Ａ Ａ Ａ Ａ
保育施設として安心して通園できるよう
安全配慮と充実した環境整備に努め、適
切な維持管理をする。

こ-8

保育教諭等の資質向上を図る研修は必要
不可欠であり、今後も積極的に参加奨励
し、充実した施設運営を目指す。

こ-10
保育所等第三者委
員会設置事業

Ａ Ａ Ａ

こ-11
保育士等職員研修
事業

Ａ Ｂ Ａ Ａ

認定こども園等運
営事業

Ａ Ａ Ｂ

Ａ
多様な子育て支援として「君の椅子プロ
ジェクト」「ファミリーサポート事業」
などを実施しつつ新規事業を検討する。

Ａ
町内において、園児数が最も多い私立認
定こども園に対して、必要な経費を助成
することで、安定した運営を図る。

こ-13
認可外保育所等助
成事業

Ａ Ａ Ａ Ａ
認可外保育所利用者への一部助成、また
町内の認可外保育所の特色ある保育活動
を推進するため、町補助金を交付する。

こ-12

将来的な少子化による利用者減少を視野
に、全体的な運営方法の見直しを検討し
ながら、今後も充実した運営に努める。

こ-14 子育て支援事業 Ａ Ａ Ａ

こ-15
子育て支援セン
ター事業

Ａ Ａ Ｂ Ａ

東聖ひじり野地区
地域世代交流セン
ター維持管理費

Ａ Ａ Ａ

Ａ
認定こども園、子ども・子育て支援新制
度に移行の私立幼稚園での保育の量の拡
充と質の向上に向け給付費を支給する。

Ａ
幼児から高齢者まで多種多様な世代間交
流施設として安全配慮と充実した環境整
備に努め、適切な維持管理をする。

こ-17 特別保育支援事業 Ａ Ａ Ａ Ａ
町内外の私立幼稚園等での一時預かり保
育事業は、共働き世帯の増加によりニー
ズが高いため、継続して助成する。

こ-16

子ども・子育て支援新制度に未移行の幼
稚園など保育の量の拡充と質の向上を図
るため給付費を支給する。

こ-18
子どものための教
育・保育給付費

Ａ Ａ Ａ

こ-19
子育てのための施
設等利用給付

Ａ Ａ Ａ Ａ
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必要性 有効性 効率性 総合評価 評価の理由

令和７年度　［ 事務・事業 ］点検・評価総括表

ＮＯ 事務・事業名
自　　　己　　　評　　　価

Ａ：良好（継続展開）Ｂ：妥当（最適化検討）Ｃ：要改善（見直し判断）

幼児教育・保育施
設給食費助成金

Ａ Ａ Ａ

Ａ
年々利用者が増加しており、相談支援員
の人員配置、運営体制の見直しの検討を
進め、２町で連携しながら運営する。

Ａ
町独自の子育て支援として、自己負担の
給食費を国の免除制度拡大による一部助
成。将来的に無償化を検討する。

こ-21
子ども発達支援事
業

Ａ Ａ Ａ Ａ
年々利用者が増加しており、療育指導員
の人員配置、運営体制の見直しの検討を
進め、２町で連携しながら運営する。

こ-20

発達に不安がある子どもと保護者が安心
して通える施設として安全配慮と環境整
備に努め、適切な維持管理をする。

こ-22
障害児相談支援事
業

Ａ Ａ Ａ

こ-23
子ども発達支援セ
ンター維持管理費

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ
町内において、園児数が最も多い私立幼
稚園に対して、必要な経費を助成するこ
とで、安定した運営を図る。

こ-24
町内私立幼稚園運
営助成事業

Ａ Ａ Ａ
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令和７年度 東神楽町教育委員会が交付した補助金等一覧　（教育推進課）

No. 事業名 団体等名 事業の概要

1 山村留学事業
志比内小学校山村留学推
進協議会

山村留学の実施により、志比内地
域活性化を図る

250,236 円 227,781 円

2
高校通学費助
成事業

高等学校生保護者
経済的理由等によって、就学困難
な高等学校生徒の保護者の通学に
要する経費の負担軽減を図る

849,308 円 849,308 円

小学校児童保護者
遠距離通学児童の保護者が負担す
る通学費の負担軽減を図る

0 円 0 円

中学校生徒保護者
遠距離通学生徒の保護者が負担す
る通学費の負担軽減を図る

10,473,840 円 10,473,840 円

小学校児童保護者
経済的理由等によって、就学困難
な学齢児童の保護者の就学に要す
る費用の負担軽減を図る

7,216,956 円 7,216,956 円

中学校生徒保護者
経済的理由等によって、就学困難
な学齢生徒の保護者の就学に要す
る費用の負担軽減を図る

7,238,980 円 7,238,980 円

小学校児童保護者
特別支援学級に在級する児童の保
護者の経済的な負担軽減を図る

1,966,474 円 1,966,474 円

中学校生徒保護者
特別支援学級に在級する生徒の保
護者の経済的な負担軽減を図る

1,184,045 円 1,184,045 円

3
遠距離通学助
成事業

4
準要保護就学
援助事業

5
特別支援教育
就学奨励事業

総事業費 補助金額
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令和７年度 東神楽町教育委員会が交付した補助金等一覧　（地域の元気づくり課）

№ 事業名 団体等名 事業の概要

1
子ども会育成
連絡協議会支
援事業

子ども会育成連絡協議会

他者を思いやる心や感動する心な
ど、豊かな人間性を培う場である
「子ども会」は重要な地域団体で
あることから、様々な体験重視の
事業を通じ、また、育成組織相互
の連絡協調を図りながら、その活
動の活性化を推進する。

1,014,859 円 500,000 円

2
父母と先生の
会連合会支援
事業

父母と先生の会連合会

「在学青少年が心豊かに逞しく成
長を遂げてほしい」という父母、
先生の共通の願いとその実現に向
け、家庭・学校・地域の架け橋と
して多くの人たちと手を結び合
い、一体となって活動し、青少年
の健全育成に努め、地域の教育力
の一層の充実に努める。

0 円 0 円

3
高齢者大学あ
やめ学園自治
会支援事業

高齢者大学あやめ学園自
治会

地域において高齢者が生き生きと
輝き健康な生活を過ごせるよう
「高齢者大学」を通年開設し、多
様な学習機会の提供・確保に努め
るとともに、その自主的な活動を
支援している。

486,743 円 135,000 円

4
老人クラブ活
動推進事業

老人クラブ連合会

東神楽町老人クラブ連合会の事務
運営及び各種サークルの自主的活
動の推進、各地域の老人クラブ活
動による生きがいづくりの活性化
に寄与する。

1,715,617 円 1,410,000 円

5
文化連盟支援
事業

東神楽町文化連盟

文化連盟や関係団体との連携を図
りながら、総合文化祭や芸術祭な
どの発表の場を通じたサークルや
グループ主導の自主的な文化活動
を支援する。

1,945,311 円 1,000,000 円

6
総合文化祭開
催支援事業

総合文化祭実行委員会
文化連盟や関係団体との連携を図
りながら、総合文化祭の開催を通
じた地域文化の振興を支援する。

296,098 円 226,332 円

7
地区公民館活
動推進事業

地区公民館

公民館活動は、地域コミュニティ
形成のための最適なシステムであ
り、時代変化の影響を受けない
「集う」「学ぶ」「結ぶ」機能を
発揮し、公民館活動の支援を通
じ、住民の生涯学習をはじめ地域
間交流の促進に寄与する。

17,246,620 円 9,561,000 円

8
スポーツ協会
支援事業

東神楽町スポーツ協会

町内の体育サークル･団体を統合
し、連携をもって健全で高度な体
育振興発展と会員の交流･親睦を
図る。

1,726,758 円 1,300,000 円

9

第10回ひがし
かぐらＢＢＱ
マラソン大会
開催事業

ひがしかぐらＢＢＱマラ
ソン大会実行委員会

　スポーツイベントを通して、健
康に対する意識を醸成し、生涯ス
ポーツを始める契機とする。
　バーベキュー交流会で東神楽町
産の食材を使用することにより、
東神楽産品のＰＲを図る。

4,536,364 円 497,274 円

10
令和7年度スポ
レク健康ひろ
ば開催事業

スポレク健康ひろば実行
委員会

スポーツイベントを通して、健康
に対する意識を醸成し、生涯ス
ポーツを始める契機とする。

315,258 円 114,915 円

総事業費 補助金額

15



令和７年度 東神楽町教育委員会が交付した補助金等一覧　（こども未来課）

No. 事業名 団体名 事業の概要 総事業費 補助金額

1
東神楽町特別
保育事業補助
金

社会福祉法人先洗会
（認定こども園花の森）

法人が運営する認定こども園にお
いて一定基準以上の保育事業（障
がい児保育事業等）を行うための
経費の一部を補助金として交付す
る。

13,300,000円 13,300,000円

2
東神楽町一時
保育事業補助
金

社会福祉法人洗心会
（認定こども園花の森）

子育て家庭等の育児疲れ解消、急
病等に伴う一時的な保育を実施す
る民間認可保育所に対し、補助金
を交付する。

4,856,219円 2,833,000円

3
東神楽町延長
保育事業補助
金

社会福祉法人洗心会
（認定こども園花の森）

保護者の就労形態の多様化に伴う
延長保育事業を実施する民間認可
保育所に対し、補助金を交付す
る。

2,880,000円 1,760,000円

4

東神楽町東聖
地区保育園整
備事業建設資
金借入金元利
補給金

社会福祉法人洗心会
（認定こども園花の森）

東聖地区保育園建設事業を行う民
間事業者が独立行政法人福祉医療
機構から借り入れた建設資金の償
還に対して、元利補給金を交付す
る。

17,702,980円 17,702,980円

5
特色ある保育
活動推進事業
補助金

おにぎり保育園

特色ある保育活動の一層の充実を
図るため、町内の認可外保育施設
が行う事業に対し補助金を交付す
る。

1,189,800円 700,000円

学校法人川畠学園
（旭川あゆみ幼稚園）

1,528,858円 571,000円

学校法人こばと学園
（東聖こばと幼稚園）

8,146,052円 5,896,000円

社会福祉法人洗心会
（認定こども園花の森）

5,474,865円 1,243,000円

学校法人川畠学園
（旭川あゆみ幼稚園）

156,425円 156,425円

学校法人こばと学園
（東聖こばと幼稚園）

1,425,280円 1,425,280円

社会福祉法人洗心会
（認定こども園花の森）

1,689,900円 1,689,900円

6
東神楽町一時
預かり事業補
助金

保護者の就労・疾病・出産等によ
り、家庭での保育等が困難な児童
を一時的に預かる事業を行う民間
の幼稚園、認定こども園に対して
補助金を交付する。

7

保護者負担を軽減するための町単
独の助成制度として、3歳以上児
の給食費を減免し、その相当額を
保育園等に助成する。

東神楽町幼児
教育・保育施
設給食費助成
金
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No. 事業名 団体名 事業の概要 総事業費 補助金額

8

町内私立幼稚
園運営助成事
業（環境美化
保全）

学校法人こばと学園
（東聖こばと幼稚園）

ひじり野地区の幼児教育施設確保
及び研修による教員の指導力向上
と、幼児教育環境が整備される。

50,000円 50,000円

9

町内私立幼稚
園運営助成事
業（フッ化物
洗口促進準
備）

学校法人こばと学園
（東聖こばと幼稚園）

虫歯予防に効果的なフッ化物洗口
の実施準備に対して補助金を交付
する。

30,000円 30,000円

10

東神楽町幼児
教育の質の向
上のための緊
急環境整備補
助金

学校法人こばと学園
（東聖こばと幼稚園）

近年の記録的猛暑による子どもた
ちの熱中症対策として環境整備を
目的に補助金を交付する。

982,300円 327,000円

11

東神楽町保育
所等における
性被害防止対
策に係る設備
等支援事業補
助金

社会福祉法人洗心会
（認定こども園花の森）

子どものプライバシー保護を行う
設備等支援による性被害防止対策
を目的に補助金を交付する。

112,000円 84,000円
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